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論 文 内 容 の 要 旨

この論文は二酸化イオウをジアリルア ミン系化合物と共重合させて交互共重合体を得, その重合方法,

構造, 性質, 応用等につき研究したもので序論および総括をふくめ11章より成っている｡

第 1 章は序論で, 従来の二酸化イオウとオレフィンの共重合体の欠点と利点とをのべ, つぎに著者が新

しく見出したジアリルアミンと二酸化イオウの環化交互共重合によるポリスルホンは熱安定性もかなりよ

く水溶性のカチオンであり, 有用なポリマーであることを述べている｡

第2章より第 5葦にこの種の環化共重合の詳細を述べている｡ すなわちジアリルア ミンを塩酸塩にして

これに二酸化イオウを加え有機過酸化物を用いて 0-60oCで容易に重合される｡ 溶剤としてジメチルスル

ホキシ ド, ジメチルホルムア ミド, メタノールなどが用いられ, 過酸化物としてはアゾビスイソブチロニ

トリル,ジラウロイルパーオキシ ド, 第3ブチルヒドロパーオキシ ド,過硫酸アンモンなどが用いられた｡

このようにして極限粘度1dl/g以上q)白色のポリマーを得ている｡

このモノマーも多くの誘導体が合成され重合された｡ N- メチル, N1- エチル, N-n-プロピル, N-

イソプロピル, N-第3ブチル, N- ベンジル, N-シクロへキシルなどの他, N-シアノエチルやN, N

- ジメチル, N, N-ジエチル, モルホリニウム, ピペ リジウム塩など誘導体が 重合された｡ また, 光照

射の重合への効果も見出された｡ とくに 400m/∠前後の光が有効なことも発見された｡

第6章は共重合体の構造に 関する研究を 述べている｡ まず, 元素分析により1:1の 組成のポリマー

であるが, 二酸化イオウのモノマーの 多い 重合では1:1より僅かに 二酸化イオウが 多くになることが

判った｡ 赤外スペクトルより二重結合が残っていない事を確かめた｡ 考えられる構造から核磁気共鳴吸収

に合致する構準として6員環のジアリルア ミン環化構造と二酸化イオウとの交互共重合型であることを結

論した｡

第7章ではジアリルスルファミンと二酸化イオウとの共重合, 第8章では (3- スルホ) プロピルジア

リルアルキルアミンとの共重合を行 っている｡ このようにしてスルホン酸アニオンとアンモニウムカチオ

ー627-



ンの両方をもつスルホベタイン型のポリマーを得た｡ また, 第9章はホルムア ミド基を含むポリスルフォ

ンの合成を述べている｡

これらのポリマーの工業的利用についても詳細に研究し第10章にまとめている｡ すなわち, カチオン性

ポリマーとして水中懸濁物の 凝集沈降促進剤, 直接染料の 固着剤, パルプスラリーの フィルター性向上

刺, 合成繊維の後処理用帯電防止剤, 農業用土壌改良剤などにつき実用的にも試験し工業的に価値あるこ

とを確認した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

二酸化イオウとオレフィンの交互共重合やジアリル化合物の環化重合は既にしられているが著者はジア

リル化合物と二酸化イオウとの環化交互共重合が起ることを初めて見出した｡ この重合は単なる環化重合

と異なり, 重合が速く, 且高重合体を与え, 30万の分子量をもつポリマーも得られる｡ N - アルキルジア

リルア ミン塩酸塩のポリマーは典型的な高分子電解質の 性質を示し工業的な多くの 用途が 考えられ, 事

実 , 工業化試験を行ない, 実用化に成功した｡ この論文の成果のうち重要なものを列挙するとつぎの通り

である｡

1. ジアリルア ミン塩酸塩の環化単独重合に比べて二酸化イオウとの環化共重合の方が重合がはるかに

容易で高重合度のポリマーが得られる｡

2. 種々の過酸化物系ラジカル重合開始剤が用いられる｡ 重合の光の作用と波長依存性がある｡

3. ジメチルスルフオキシ ド, ジメチルホルムア ミド, アセ トンなどが溶媒として用いられる｡

4. N - アルキル, N - シアノエチル, N - ホル ミル化モノマーの環化共重合により熱安定性のよい,

水溶性の新しいポリマーが得られる｡

5. これらのカチオン性ポリマーは高分子電解質としての特性を持っている｡

6. 工業的応用として, 水中懸濁物の 凝集沈降促進剤, 直接染料の 固着剤, 抄紙時の パルプのフィル

ター性向上剤, 合成繊維の後処理用帯電防止剤, 農業用土壌改良剤の研究を行い, 実地試験の結果工業化

に成功した｡

以上要するに, この論文は新しい有用なポリマーを発明し, 重合化学的, 高分子物性的に詳細に研究す

るとともに, 応用的にも新しい工業的価値を見出したもので, 学術的にも工業的にもその価値は少なくな

い｡

よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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